
山形県河北町 金子 眞

【年 齢】
66歳

【出身地】
神奈川県横浜市

【転出元】
神奈川県横浜市

【前 職】
プラント設計者

【活動時期】
R5.9〜

私は、昨年9⽉に横浜市から⼭形県河北町へ移住しました。
横浜市の人口は、370万です。私の子供のころの横浜市の
人口は100万だったように記憶します。半世紀ちょっとで4
倍近くになっているわけで息苦しささえ感じます。いい加
減、人の流れを地⽅へと思い始めました。⼭形は、子供の
ころから何度も訪れた所風光明媚、⾃然環境の素晴らしい
所だと思っていました。そんな中で⼭形県河北町での募集
があり応募させていただきました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））machi@town.yamagata-kahoku.lg.jp
（電話番号（個人or職場） ）0237-73-2116
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】

昨年9⽉から約1年、最近河北町は、2050年消滅可能性⾃
治体というレッテルを貼られてしましました。ではどうし
たら人口が増えるのか、ここ半年、本を読んだり、人から
話を伺ったり、分かったことは、人口増加に早道はない地
道に種を蒔くことだと思いました。そこで令和8年の任期
終了後は、観光会社を起業して都会から子供たちを招き⼊
れ、この素晴らしい⾃然環境を感じ取ってもらい、将来家
族を連れてこの地で暮らしたいと思ってもらうことだと
思っています。まだまだ道半ばですが・・・

協⼒隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●活動内容 移住体験住宅の管理
体験住宅の管理人ということで今年は、紅花の栽培
をしてみました。4⽉下旬に種まきを⾏い、6⽉下旬
から7⽉上旬開花刈り取り約3か⽉、水撒き、草刈に
追われる毎日。手間の割に10日間位の花の命、はか
ないものでした。今年は、移住体験住宅で「おてつ
たび」も実施してみました。

●活動内容 東京での移住促進イベント
東京での移住促進イベントに参加して、移住希望者
への河北町の魅⼒について説明したり、移住への補
助⾦、⽀援⾦についての説明、私⾃身の体験を通し
て移住するようになった事情についてもお話をして
います。

●活動内容 地元での交流イベント
地元での交流イベントにも多数参加させていただき
ました。写真は、寒河江⾼校での⾼校⽣との交流会
の様子です。地元の⽅々がどんな考え⽅をされてい
るか知ることも⼤切なポイントだと思っています。
特にこれからの若者の考え⽅は⼤切に思っています。

移住・定住促進


